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共通 II-1） 

パート 1. 共通機能のご案内 

II）システム設定 

共通 II-1）企業情報について 
＜企業情報＞メニューより、自社アカウントの登録情報を確認することができます。 

 

【企業設定の操作】 

メニュー ＞ 企業情報 ＞ 更新をクリックします。 

 

 

 

 

［企業情報 変更］画面 

登録済の企業情報を閲覧・編集・更新できます。 

登録されている情報の編集を行うには、画面下部「編集」

をクリックしてください。 

 

『企業情報』 

項目名 説明 

法人番号 国税庁に登録の法人番号 13 桁 ※変更不可 

企業名（日） 国税庁に登録の企業名(日) ※変更不可 

企業名（フリガナ） 国税庁に登録の企業名(カタカナ) 

企業名（英） 企業登録時もしくは編集画面より入力した企業名(英)  

事業部名（日） 事業部アカウントを利用している場合に表示 ※変更不可 

事業部名（英） 事業部アカウントを利用している場合に表示 ※変更不可 

住所（日） 国税庁に登録の住所(日) ※必須 

住所（英） 企業登録時もしくは編集画面より入力した住所(英) 

電話番号 企業登録時もしくは編集画面より入力した電話番号 ※必須 

日商企業登録番号※ 企業登録時もしくは編集画面より入力した日商企業登録番号 

日商判定事務所※ 企業登録時もしくは編集画面より入力した日商判定事務所 

日商連携機能 日商発給システムとの連携状況（連携には別途申込が必要） 

※「日商企業登録番号」と「日商判定事務所」は原産資格調査の日商システム連携(日商発給システムに

登録する TSV ファイル)情報として使用されます。 

※日商企業登録番号の登録が必要になる場面 

 契約利用者：第三者証明制度で輸出品登録をする場合 

一般利用者：回答方法が同意通知の時に原産資格調査を作成する場合 

※同意通知を取得する調査依頼を行う際、日商企業登録番号は回答者へ自動的に伝達されます。  

※ユーザー権限： 
「企業情報」の「閲覧可能/確定可能」権限が必要 

（企業情報の編集を行う場合は「確定可能」権限が必
要です） 

◆企業名（日）はご自身で変更できませ
ん。所定の様式をご提出いただき、システ
ム変更を行いますので、社名変更が決ま
りましたら、サポートデスクまでご連絡くださ
い。 
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『初期値』 

調査依頼時の回答期限を一律設定します。日数は実日付(営業日の勘案なし)で算出します。 

項目名 説明 

回答期限（日数） 日数を設定(デフォルトは 30 日で設定) 

※回答期限は依頼時にも個別で設定/変更が可能 

 

 

『連絡先設定』 

JAFTAS で依頼・回答を行う際の連絡先を一元化したい場合、ここで代表連絡先を設定できます。 

デフォルトとして、企業登録時の情報が登録されています。 

設定された連絡先が表示されますが、各業務内で都度、個別担当者情報に変更することができます。 

項目名 説明 

担当者（日） 企業登録時もしくは編集画面より入力したユーザー名(日) ※必須 

担当者（英） 編集画面より入力したユーザー名(英)  

所属部署（日） 企業登録時もしくは編集画面より入力した所属部署(日) 

所属部署（英） 企業登録時もしくは編集画面より入力した所属部署(英) 

住所（日） 企業情報もしくは編集画面より入力した住所(日)  

住所（英） 企業情報もしくは編集画面より入力した住所(英)  

連絡先電話番号 企業登録時もしくは編集画面より入力した電話番号  

連絡先メールアドレス 企業登録時もしくは編集画面より入力したメールアドレス ※必須 

 

 

『原産資格判定基準』 

原産資格調査で VA を利用した場合の社内基準値(構成品の材料費価格上昇や為替変動を見越して設

定する余裕値の設定)を事前に設定できます。協定基準値への社内基準値の加算(+)または乗算(×)を選

択できます。 

項目名 説明 

社内基準値 協定基準値+〇〇％/×〇〇％ (デフォルトは協定基準値+5％) 

※原産資格調査画面で個別に設定/変更が可能です。 

 

 

『利用形態』 

項目名 説明 

利用形態 契約利用者/一般利用者 いずれかを表示 

利用開始年月日 JAFTAS の利用開始年月日 
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『IP 制限』 

一般利用者は、希望により利用端末の IP 制限を設定することができます(弊社システム側で設定します)。 

設定を希望する一般利用者は、JAFTAS サポートデスクにお問い合わせください。 

JAFTAS＜企業情報＞メニューでは、設定された情報を確認することができます。 

※VPN 接続を行う契約利用者には、IP 制限の設定を行いません。 

（JAFTAS Lite 契約者は VPN 接続対象外） 

項目名 説明 

IP アドレス アクセスを許可するネットワークアドレス情報 

CIDR アクセスを許可するネットワークアドレス情報 

 
 

 
 
 
※利用プランについて 
 

・メニュー ＞ 企業情報 ＞ 利用プラン一覧より、自社

アカウントの利用プランを確認することができます。 

※JAFTAS Lite 契約者を除く契約利用者のみ表示さ

れます。

契約利用者 ※JAFTAS Lite 契約者は対象外 
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共通 II-2）JAFTAS ユーザーとグループについて 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  ◆各ユーザーに対し、メニューごとに権限を設定することができます。 
 ・すべてのメニューに確定可能権限を設定したユーザーは、JAFTAS アカウント管理者と同等の 

権限を持ちます。 
・各メニューの業務内容は本マニュアルにてご案内します。 

 ※FTA 対象品(輸出品/構成品)は「契約利用者」のみに提供される機能です。 
※＜原産資格調査(D)＞の閲覧可能権限者は一覧画面のみ閲覧可能です。 

＜権限設定一覧＞ 確定可能 入力可能 閲覧可能 閲覧不可 

調査依頼・回答受信 ● ● ● ● 

調査回答・回答送信 ● ● ● ● 

原産資格調査 ● ● ●※ ● 

FTA 対象品（輸出品）※ ● － ● － 

FTA 対象品（構成品）※ 
(JAFTAS Lite 契約者は対象外) ● － ● － 

原産資格証明書 ● － ● ● 

取引企業管理 ● － ● ● 

マスタ管理 ● － ● － 

ユーザー設定 ● － ● ● 

企業情報 ● － ● ● 

JAFTAS アカウント管理者（必ず一人を設定、全業務の執行が可能） 

ユーザーの仕組み 

・利用契約またはシステムへの招待を受けたユーザーが JAFTAS アカウント管理者になり、複数のユーザーを設定できます。 

・JAFTAS アカウント管理者の変更はいつでもシステム内で行うことができます。 

JAFTAS JAFTAS アカウント管理者 

ユーザーA ユーザーB ユーザーC ユーザーD ユーザーE ・・・ 
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『確定可能』 
 ・対象のメニューにおいて、すべての操作が執行できます。 

 ・＜調査回答・回答送信(A)＞＜調査依頼・回答送信(R)＞＜原産資格調査(D)＞での調査内 
容の承認・確定はこちらの権限者のみが可能です。 

 ・アカウント管理者は自動的にすべてのメニューで確定可能権限を所有します。 
 
『入力可能』 
 ・＜調査回答・回答送信(A)＞＜調査依頼・回答送信(R)＞＜原産資格調査(D)＞での詳細表 

示・内容編集が可能です。 
 ・承認・確定のボタンは表示されません。 

また対象メニューの通知一覧において「承認」「却下」「確認」ボタンは表示されません。 
 
『閲覧可能』 
 ・＜原産資格調査(D)＞以外のメニューでは各一覧画面にて🔎マークが表示され、詳細画面 

の閲覧が可能です。 
 ・各詳細画面の「編集」ボタン、一覧画面の✐マーク、「ダウンロード」ボタンなどは表示されません。 
 ・＜原産資格調査(D)＞では一覧画面のみ表示可能です。一覧画面にて🔎マーク、✐マークは表 

示されません。 
 
『閲覧不可』 
 ・画面左のメニュー欄に対象のメニューが表示されません。 
 

 

 

アカウント管理者には、各画面の確定可能権限が付与されることに加え、以下 1)2)3)の役割があります。  

各画面の確定可能権限は、他のユーザーでも同等の権限を設定・実施することが可能ですが、以下

1)2)3)についてはアカウント管理者のみが担う役割となります。 

 

アカウント管理者の役割＝各画面の確定可能権限＋１）＋２）+３） 

1）最初の招待への対応・・・JAFTAS利用目的の理解、規約への同意と企業情報の登録 

2）JAFTAS サポートデスクからの個別ご連絡・・・サポートデスクからの連絡窓口 

一般的なお知らせは全ユーザー宛てに「お知らせ」に掲載されますが、JAFTAS サポートデスクから個別にお

伺いしたい場合、アカウント管理者にご連絡を差し上げます。 

3）招待/追加申請があった場合のメールの受信 

招待/追加申請があった場合、取引企業管理画面の権限のある方は、画面にて確認いただくこと可能です

が、メールでのお知らせはアカウント管理者の方のみとなります。 

 

1)の手続きを経てアカウント管理者になった後に、上記 2)3)の役割を他のユーザーに移譲する場合は、ア

カウント管理者が、アカウント管理者の権限を他のユーザーに移譲する手続きを行ってください。（移譲につ

いては、後述の 共通 II-2-1）JAFTAS ユーザー設定について をご参照ください。） 

※なお、誤って全てのユーザーのログインが不能になることがないよう、他のユーザーアカウントとは異な

りアカウント管理者は削除できません

JAFTAS アカウント管理者の役割（他のユーザー権限との違い） 
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共通 II-2-1）JAFTAS ユーザー設定について 
＜ユーザー設定＞メニューより、ユーザーの追加、変更、削除を行うことができます。 

 

【［ユーザー 一覧］画面】 

［ユーザー 一覧］画面では、登録済のユーザー情報の

内容確認やユーザーの新規作成ができます。 

 

 

【ユーザー設定の操作】 

メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ ユーザー一覧をクリックします。 

 

 

 

 

【ユーザーの登録】 

1) ［ユーザー一覧］画面右端の「新規作成」ボタンをクリ

ックします。 

 

2) ［ユーザー登録］画面から以下のユーザー情報を入力

または選択します。 

 

*は必須項目です。 

項目名 説明 

氏名（日）* 新規登録されるユーザーの氏名(日) ※各種手続きで担当者として表示 

氏名（英） 新規登録されるユーザーの氏名(英) ※英語版サプライヤー証明書に表示 

フリガナ ユーザー氏名のフリガナ 

電話番号 ユーザーの電話番号 ※各種手続きで担当者連絡先として表示 

所属部署(日) ユーザーの所属部署名(日) 

※原産資格調査の担当者設定では必須項目となるため、事前に設定 

しておく事を推奨致します。 

※半角カンマ「,」は使用できません 

所属部署(英) ユーザーの所属部署名(英) ※英語版サプライヤー証明書に表示 

利用開始日（※） ユーザーの JAFTAS 利用開始日 

利用終了日（※） ユーザーの JAFTAS 利用終了日 

メールアドレス* ユーザーのメールアドレス ※ログイン時のユーザーID となる 

メール配信 ☑をチェックすると、JAFTAS からの自動配信メールを受信 

 

※ユーザー権限： 
「ユーザー設定」の「確定可能」権限が必要 
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（※）利用開始日・利用終了日についての留意点 

・利用開始日・利用終了日を設定すると、対象ユーザーは利用期間外に JAFTAS へログインできなくなり 

ます。 

・アカウント管理者は利用期間の設定はできません。 

・ユーザー登録（インポートによる登録も含む）を行うと、登録したユーザーのメールアドレスへユーザー追加

を知らせるメールが即時送信されます。 

・利用開始日を未来日付に設定した場合、メールは即時送信でユーザーへ届きますが、ユーザーは利用開

始日まで JAFTAS へログインできません。利用開始日以降に、初回ログインおよびパスワード変更を行っ

ていただけますようお願いいたします。 

 

3) 登録するユーザーに付与する権限を設定します。 

※ユーザー権限については前述「ユーザーの仕組み」をご参照ください。 

 

「設定サンプル」：下記の設定サンプルを選択後、適宜変更することも可能です。 

設定サンプル 説明 

最小権限 FTA 対象品と各種マスタの閲覧のみが可能です。 

閲覧のみ 全メニューの閲覧のみが可能です。 

依頼送受信担当 依頼の送受信担当者向けのプリセットです。初期設定では、原産資

格調査の閲覧ができません。 

原産資格調査担当 原産資格調査担当者向けのプリセットです。原産資格調査と調査

依頼・回答受信メニューに入力可能権限が設定されています。 

輸出品管理・CO 発行担当 契約利用者のうち輸出品・構成品管理担当者向けのプリセットです。 

アカウント管理者同等 全てに確定可能権限が設定されているプリセットです。 

 

「他ユーザーの権限を複製」：プルダウンから他ユーザーを選択し「複製」をクリックすると、選択したユーザ

ーの権限が複製されます。 

 

4) 「登録」ボタンをクリックすると、指定したメールアドレス

宛に設定用メールが送信されます。 

新規登録されたユーザーは、メール内容に従ってパス

ワード変更を行い、利用を開始します。 
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【ユーザー情報の変更】 

1) メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ ユーザー一覧をクリッ

クします。 

 

2) 内容を変更したいユーザーの✐マークをクリックし、［ユ

ーザー編集］画面を開きます。 

 

 

3) 修正する項目を変更し、「更新」ボタンをクリックしま

す。 

 

4) メッセージボックスを確認し、「更新」をクリックすると、内

容が変更されます。 

 

※権限が低位に変更されたユーザーは、変更後は当該

業務の操作に制限が加わりますのでご注意ください。 

※ユーザーID となるメールアドレスも、この画面から変更

することができます。 

変更後のメールアドレスでログインする場合でも、変更

前から使用しているログインパスワードをお使いください。 

 

 

【ユーザーの削除】 

1) メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ ユーザー一覧をクリッ

クします。 

 

2) 内容を変更したいユーザーの        マークをクリックし、

［ユーザー詳細］画面を開きます。 

 

3) 「削除」をクリックすると、メッセージボックスが表示されま

すので、「削除」をクリックします。 

 

※削除されたユーザーは、以降ログインできなくなりますの

でご注意ください。 

※ユーザー情報削除後は、各一覧画面にて探したい ID

をユーザー名や部署名から検索できなくなります。 

  

 

 

 ◆ご自身のユーザー削除はできません。
「ユーザー設定」の「確定可能」権限が
ある他のユーザーに依頼してください。
また、アカウント管理者を削除する場
合は先にアカウント管理者の変更を行
ってください。 
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【ユーザー情報 インポート】 

 ユーザー情報インポート機能を使用すると、ユーザー情報の

一括登録や一括変更ができます。 

※インポート時の注意事項については、共通機能Ⅰ-6)♦イ

ンポート機能と利用に関しての注意点 をご参照ください。 

 

1) メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ ユーザー一覧をクリッ

クします。 

 

2) 新規ユーザーを一括登録する場合： 

画面右「インポート」をクリックし、［ユーザー インポ 

ート］画面からファイルフォーマットをダウンロードします。 

 

既存ユーザー情報を一括変更する場合： 

情報を変更したいユーザーを一覧に表示させ、画 

面右「ダウンロード」をクリックし、テキストファイルにて 

ダウンロードします。 

※ダウンロードとインポートのファイルフォーマットは 

同一のため、ダウンロードしたファイルフォーマットを 

そのままインポートにご利用いただけます。 

 

3) 別添資料 1-X14）ユーザー情報 インポート をご

参照の上、インポートファイルを作成します。 

 

4) ［ユーザー 一覧］画面にて、画面右「インポート」を

クリックします。 

 

5) ［ユーザー インポート］画面にて作成したファイルをイ

ンポートします。 

インポートに成功すると、「登録成功 〇件インポート

しました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示さ

れます。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルが 

そのまま取り込まれます。 

 

  

 ◆大量のデータをインポートする際は 
長時間の処理になります。インポート
後、しばらくお待ちください。 

 

 ◆ユーザーID を基にしてユーザー情報が
変更（上書き）されます。 
ユーザーID はユーザー情報をダウンロ
ードすると表示されるため、ユーザー情
報変更の際にはダウンロードデータを
編集してインポートすることを推奨いた
します。 

 ◆アカウント管理者はインポートによる登
録内容変更の対象外です。変更する
場合は［ユーザー 編集］画面より
行ってください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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【JAFTAS アカウント管理者の変更】 

※JAFTAS アカウント管理者のみが行うことができます。 

 

1) JAFTAS アカウント管理者でログインし、メニュー ＞ ユ

ーザー設定 ＞ ユーザー一覧をクリックします。 

 

2) JAFTAS アカウント管理者権限を移譲するユーザーの

✐マークをクリックし、［ユーザー編集］画面を開きま

す。 

 

3) 『ユーザー情報』欄の「アカウント管理者権限」チェック

ボックスをクリックし、「☑移譲する」としたのち、「更新」

をクリックすると、メッセージボックスが表示されますので、

「更新」ボタンをクリックします。 

※「更新」ボタンをクリックすると、作業を行っていたアカ 

ウント管理者は一度ログアウトします。 

※一般ユーザーとして、同じ ID(メールアドレス)とパス 

ワードで再ログインできます。 

 

・権限移譲後、ユーザー設定は以下に変更になります。 

※権限譲渡元（旧アカウント管理者）はすべてのメニュー

について「確定可能」権限が付与された一般ユーザーに

切り替わります。必要に応じ変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー設定項目 権限譲渡先ユーザー 権限譲渡元ユーザー 

ユーザー区分 アカウント管理者 一般ユーザー 

ユーザー権限 全権保有（変更不可） 全権保有※ 

利用期間 設定なし（設定不可） 設定なし※ 

グループ設定 設定なし（設定不可） 設定なし※ 

 

 ◆アカウント管理者が、<企業情報>メニ
ューの『連絡先設定』に担当者として登録
されている場合があります。『連絡先設
定』の担当者欄を確認の上、必要があれ
ば合わせて変更してください(参照 共通
Ⅱ-1)。 
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共通 II-2-2）JAFTAS グループ設定について 

・特定の取引先企業/自社品番のみに限定した業務を割り振ることができます。 

・任意に設定したグループにユーザーを参加させ、各グループに仕分けルールにて制限を設けることにより、当該ユ

ーザーが行う業務の範囲を制限する事ができます。 

 

 
 
 ◆グループ/仕分けルール設定により、下記の 2 種類について業務の制限を設定できます。 
  （１）取引先企業の設定による限定 
  （２）自社品番の設定による限定 
  

（１）取引先企業の設定による限定 
JAFTAS 内で依頼－回答の関係が成立している取引先について指定すると、 
指定された取引先に関する業務のみに従事できるようになります。 

 

 
 
 
 
 
 

 
※取引先企業は仕入先・納品先どちらも登録する必要があります。 

 
 

（２）自社品番の設定による限定 
JAFTAS 内で事前に登録した自社品番に関する業務のみに従事できるようになります。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

グループ/仕分けルールの仕組み 

◆参加しているグループ対象外の調査品については、一覧に表示されますが マーク・✐マークが表示
されず、詳細表示・編集が不可となります。 

◆ユーザー設定のメール配信を「受信する」にしている場合、グループ設定対象の調査品に関する通知
メールのみ配信されます。グループ対象外の調査品に関する通知メールの送信はされません。 

◆自社品番にて仕分けルールを設定している場合、自社品番が登録されていない依頼（＜調査回
答・回答送信(A)＞にてステータス‶受付前“の依頼等）についてはグループ設定は影響しません。 

◆JAFTAS 外資料取込にて登録した依頼 R については、グループ設定は影響しません。 
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※グループ/仕分けルール設定が適用されるのは、 

・輸出品(品番・企業)・構成品(品番・企業) 

・調査依頼・回答受信(品番・企業) 

・調査回答・回答送信(品番・企業) 

・原産資格調査(品番)の 5 つの業務です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【［グループ 一覧］画面】 

［グループ 一覧］画面では、登録済のグループ情報の

内容確認やグループ情報の新規作成、一覧のダウンロー

ドができます。 

 

 

【グループ設定の操作】 

メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ グループ一覧をクリックします。 

 

項目名 説明 

グループ名 設定したグループ名 

グループ参加人数 グループに参加しているユーザーの人数 

取引先企業で限定 取引先企業で仕分けルールを設定する場合、○を表示 

自社品番で限定 自社品番で仕分けルールを設定する場合、○を表示 

 

【［グループ 詳細］画面】 

［グループ 一覧］画面より、確認したい該当のグルー

プの🔎マークをクリックすると［グループ 詳細］画面へ

遷移します。 

 

 

 

 

◆下記画面にて マーク上のチェックボックスに を入れると、参加しているグループの対象品のみ
表示する事ができます。 
・［調査依頼・回答受信(R) 一覧］画面 
・［調査回答・回答送信(A) 一覧］画面 
・［原産資格調査(D) 一覧］画面 
・［FTA 対象品（輸出品/構成品）(E/P) 一覧］ 
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『グループ情報』 

グループの情報を表示します。 

 

『参加ユーザー』 

グループに参加しているユーザーの情報を表示します。 

 

『仕分けルール』 

グループに登録している仕分けルールの情報を表示します。 

表示ボタン 説明 

削除 ［グループ 詳細］画面に表示中のグループ情報を削除します。 

一覧へ戻る ［グループ 一覧］画面へ戻ります。 

ダウンロード ［グループ 詳細］画面に表示中のグループ情報をテキストファイル形式

でダウンロードできます。 

✐編集 ［グループ 編集］画面へ遷移し、参加ユーザーや仕分けルール等を編

集できます。 

 

【グループの登録】 

 グループを新規作成する場合、［グループ 一覧］画面

から登録を行います。グループに設定する仕分けルールの

登録方法は下記２種類です。 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 

 

 

 

 

（１）画面での個別登録 

 

① メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ グループ一覧をクリックし

ます。 

 

② ［グループ 一覧］画面の右端にある「新規作成」をクリ

ックし、［グループ 登録］画面を開きます。 

 

③ 必要項目を入力します。項目名の*マークは、必須入力

項目です。 

 

※ユーザー権限： 
「ユーザー設定」の「確定可能」権限が必要 

◆グループ一覧のインポート機能はありませ 
ん。グループを設定し、ユーザーを追加す
る作業は一件ずつ行ってください。 

※グループで制限を設定する「仕分けルー 
ル」はインポートいただけます。 
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『グループ情報』 

「グループ名」欄に、任意のグループ名を入力します。 

 

『参加ユーザー』 

グループに参加するユーザー情報を選択します。 

左側の「選択可能」欄のユーザー一覧からグループ

に紐付けしたいユーザーをクリックし、「選択する」をク

リックします。 

「Ctrl」を押しながらユーザーを複数選択することで、

複数のユーザーを選択することも可能です。選択後、

右側の「選択済」欄のユーザーが問題ないか確認し

ます。 

※どのユーザーがどのグループに参加しているかは、

［グループ 一覧］画面内の「ダウンロード」から情

報をダウンロードして確認してください。 

 

『仕分けルール』 

仕分けルール設定を行うことにより、設定した取引先

/品番に関連する案件のみを扱うことができるようにな

ります。 

※設定された仕分けルールに該当しない調査品につ 

いては閲覧不可となります。 

「取引先指定」か「自社品番指定」のいずれかを選

択し、入力します。 

取引先/品番は複数選択可能です。その場合は、

「追加」をクリックして登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 説明 

取引先企業 取引先企業指定で仕分けルールを設定する場合、仕入先コードもしく

は納品先コード、企業名(日本語)、企業名(英語)の一部文字列を入

力し、リストから該当の企業を選択 

自社品番 自社品番指定で仕分けルールを設定する場合、自社品番を入力 

※輸出品/構成品マスタに登録済の品番の場合、「品番検索」から選択 

も可能 

◆１ユーザーにつき 1 つのグループにしか参
加できないため、他のグループにすでに参
加しているユーザーは選択肢に表示され
ません。 

◆アカウント管理者をグループ登録すること
は出来ません。 

◆グループに参加しないユーザーには、グル
ープ設定による制限は行われません。 
ユーザーに付与された権限(参照 共通

Ⅱ-2)に従って業務を行います。 

◆取引先とは、仕入先と納品先の両方を
指します。取引先を設定すると、依頼・回
答の両方に対して限定を加えることにな
り、片方のみを限定することはできません。 
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（２）インポートでの一括登録 

仕分けルールをインポートで一括登録する手順をご案内します。なお、インポート時の注意事項については、共

通機能 I-6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参照ください。 

 

① 仕分けルールを設定するグループは、(1)の手順で画面か

ら登録を行います。 

 

② メニュー ＞ ユーザー設定 ＞ グループ 一覧をクリック

します。［グループ 一覧］画面の右側にある「仕分けル

ールインポート」をクリックし、［グループ情報 インポー

ト］画面を開きます。 

 

③ ファイルフォーマット「ダウンロード」をクリックし、インポートファ

イルフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

④ 別添資料 1-X15）グループ情報(仕分けルール) イン

ポート をご参照のうえ、インポートファイルを作成します。 

 

⑤ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示されま

す。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま 

取り込まれます。 

 

 

【グループ情報のダウンロード】 

 グループの設定状況を確認するには、グループ情報のダウ

ンロード機能をご活用ください。 

 

 メニュー ＞ ユーザー設定 ＞グループ 一覧をクリックしま

す。［グループ 一覧］画面の右側にある「ダウンロード」

をクリックすると、現在設定されているグループ情報がダウン

ロードされます。 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時
間の処理になります。アップロード後、し
ばらくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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共通 II-3）入力補助マスタについて 

入力補助マスタは、以下のような構造になっています。 

 

 

共通 II-3-1）輸出品/構成品マスタの機能・品番HS コードマ

スタの機能 
 

＜輸出品/構成品マスタ＞ 

輸出品/構成品 を予め登録しておくと、FTA 対象品機能、品番変換、品番仕入先、及び支給品機能にて品番

や品名を入力する際に引用が可能です。 

更に、「輸出品/構成品」の特性を入力することにより、当該産品の HS コード特定のための基本情報として管理い

ただくことができます（2022 年 10 月の追加開発機能）。 

また、品番変換、品番仕入先、及び FTA 用 BOM の各情報とは紐付けて管理ができます。 

 

【［輸出品/構成品 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の「輸出品/構成品」の内容確

認や新規作成、一括のインポートができます。 
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メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 輸出品/構成品を 

クリックします。 

 

 

 

 

［輸出品/構成品 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品を特定するための情報 

補助品番 該当の輸出品/構成品を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の輸出品/構成品の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品の品名(日本語) 

機能/性能 該当の輸出品/構成品の機能/性能 

用途 該当の輸出品/構成品の用途 

形状/構造 該当の輸出品/構成品の形状/構造 

材質/成分割合 該当の輸出品/構成品の材質/成分割合 

製造方法 該当の輸出品/構成品の製造方法 

規格(JIS,CAS 等) 該当の輸出品/構成品の規格(JIS,CAS 等) 

属性１～３ 該当の輸出品/構成品の属性 

 

 

【［輸出品/構成品 詳細］画面】 

［輸出品/構成品 一覧］画面より、確認したい

該当の輸出品/構成品の🔎マークをクリックすると

［輸出品/構成品 詳細］画面へ遷移します。 
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『輸出品/構成品』 

輸出品/構成品の基本情報を表示します。 

 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

 

『品番変換』 

該当の輸出品/構成品に紐づく品番変換の情報がある

場合のみ表示します。「詳細」をクリックすると［品番変

換 詳細］画面へ遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品を特定するための情報 

補助品番 該当の輸出品/構成品を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の輸出品/構成品の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品の品名(日本語) 

機能/性能 該当の輸出品/構成品の機能/性能 

用途 該当の輸出品/構成品の用途 

形状/構造 該当の輸出品/構成品の形状/構造 

材質/成分割合 該当の輸出品/構成品の材質/成分割合 

製造方法 該当の輸出品/構成品の製造方法 

規格(JIS,CAS 等) 該当の輸出品/構成品の規格(JIS,CAS 等) 

属性１～３ 該当の輸出品/構成品の属性 

社内メモ 該当の輸出品/構成品に関する社内伝達用の情報 

項目名 説明 

納品先 該当の輸出品/構成品の納品先企業名 

納品先コード 該当の輸出品/構成品の納品先コード 

依頼者品番 該当の輸出品/構成品に対して納品先で設定している品番 
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『品番仕入先』 

該当の輸出品/構成品に紐づく品番仕入先の情報があ

る場合のみ表示します。「詳細」をクリックすると［品番

仕入先 詳細］画面へ遷移します。 

 

 

 

 

項目名 説明 

仕入先 該当の輸出品/構成品の仕入先企業名 

仕入先コード 該当の輸出品/構成品の仕入先コード 

 

 

『BOM - 対象品（上階層）』 

該当の輸出品/構成品が親（上階層）となる FTA 用

BOM の情報がある場合のみ表示します。「詳細」をクリ

ックすると［FTA 用 BOM 詳細］画面へ遷移します。 

 

 

 

 

項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品が親となる FTA 用 BOM の構成品の品番 

品名（英） 該当の輸出品/構成品が親となる FTA 用 BOM の構成品の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品が親となる FTA 用 BOM の構成品の品名(日本語) 

構成品個数 該当の輸出品/構成品が親となる FTA 用 BOM の構成品の個数 

 

 

『BOM - 対象品（下階層）』 

該当の輸出品/構成品が子（下階層）となる FTA 用

BOM の情報がある場合のみ表示します。「詳細」をクリ

ックすると［FTA 用 BOM 詳細］画面へ遷移します。 
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項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品が子となる FTA 用 BOM の親の品番 

品名（英） 該当の輸出品/構成品が子となる FTA 用 BOM の親の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品が子となる FTA 用 BOM の親の品名(日本語) 

構成品個数 該当の輸出品/構成品が子となる FTA 用 BOM の親の個数 

 

 

『品番 HS コード』 

該当の輸出品/構成品に紐づく品番 HS コードの情報

がある場合のみ表示します。「詳細」をクリックすると［品

番 HS コード 詳細］画面へ遷移します。 

※複数の登録がある場合にも「詳細」ボタンは 1 つし

か表示されません。 

 

項目名 説明 

年版 該当の輸出品/構成品の HS 年版 

HS コード 該当の輸出品/構成品の HS コード 

 

 

【輸出品/構成品の登録】 

輸出品/構成品の登録方法は下記 2 種類です。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

(1) 画面での個別登録 

(2) インポートでの一括登録 

 

 

（１）画面での個別登録 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 輸出品/構成品をクリ

ックします。［輸出品/構成品 一覧］画面の右側にあ

る「新規作成」をクリックし［輸出品/構成品 登録］画

面を開きます。 

 

② ［輸出品/構成品 登録］画面に必要項目を入力しま

す。 
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『輸出品/構成品』 

輸出品/構成品の基本情報を入力します。 

項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

品番* 該当の輸出品/構成品を特定するための情報を入力 

補助品番 該当の輸出品/構成品を特定するための社内管理用の補助情報を入力 

品名（英） 該当の輸出品/構成品の品名を英語で入力 ※英語か日本語いずれか必須 

品名（日） 該当の輸出品/構成品の品名を日本語で入力 ※英語か日本語いずれか必須 

機能/性能 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる機能/性能情報を入力 

用途 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる用途情報を入力 

形状/構造 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる形状/構造情報を入力 

材質/成分割合 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる材質/成分割合情報を 

入力 

製造方法 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる製造方法情報を入力 

規格(JIS,CAS 等) 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる規格（JIS,CAS 等）を 

入力 

属性１～３ 該当の輸出品/構成品の HS コード特定の根拠となる任意の属性情報を入力 

社内メモ 該当の輸出品/構成品に関する社内伝達用の情報 

  ※登録内容の詳細については次ページも併せてご参照ください。 

 

③ 入力が完了したら「登録」をクリックします。 

 

④ ［輸出品/構成品 詳細］画面に遷移します。 

先ほどの［輸出品/構成品 登録］画面で入力した

内容に誤りがないか確認します。 
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 【輸出品/構成品における、産品情報の登録について】 
 

輸出品/構成品登録では、当該産品の HS コード特定の根拠となる産品情報を登録・管理できます。 
HS コード特定に必要な観点は産品ごとに異なりますため、各項目の登録例をご案内します。 

  
【機能/性能】  

例１：エンジンを支え、エンジン振動・騒音・揺動・車体振動を軽減 
例２：エアコン稼働時に取り込む外気・内気に対し、花粉・PM2.5等微粒子の除去、脱臭、抗菌、集塵 

  
【用途】 

例１：自動車エンジンと車体の連結部品としてエンジンルーム内にて使用する防振部品に使用 
例２：自動車に取り付け、エアコンに取り込む空気をろ過 

  
【形状/構造】 

例１：中空の特殊形状、防振性能向上及び共振等による騒音を抑制するための形状 
例２：不織布２枚の間に粒状活性炭を塗布しプリーツ加工、外枠付き 

  
【材質/成分割合】 

例１：アルミニウム合金 
例２：ポリエチレン製不織布、カーボン（粒状活性炭）/外枠：ポリエチレン製不織布、重量比：ポリエ

チレン不織布 25.10％、外枠 4.10％、糊 12.85％、カーボン 57.95％ 
  

【製造方法】 

例１：アルミニウム押出・特殊形状材→熱処理→切断→面切削→ばり仕上げ→検査 
例２：不織布２枚の間に粒状活性炭を塗布、ロール状にする→ロール状フィルターペーパーをカット→プリ

ーツ加工→外枠四面糊付け→余った外枠を裁断、成型→箱詰め 
  

【規格(JIS,CAS 等)】 
例１：JIS A 6061 
例２：サイズ：縦 194 ㎜×横 214 ㎜×高さ 18 ㎜ 

  
【属性 1～3】 

自社内の HS コード分類方針に照らし、ご自由にご利用ください 
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（２）インポートでの一括登録 

 

インポートで一括登録する手順をご案内します。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機

能 I-6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 

をご参照ください。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 輸出品/構成品をクリ

ックします。［輸出品/構成品 一覧］画面の右側にあ

る「インポート」をクリックし［輸出品/構成品 インポー

ト］画面を開きます。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」ボタンをクリックし、インポ

ートファイルのフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

③ 別添資料 1-X6）輸出品/構成品 インポート をご参

照の上、インポートファイルを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示されま

す。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま

取り込まれます。 

 

 

【輸出品/構成品の編集】 

登録済の輸出品/構成品を編集する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 輸出品/構成品をク

リックします。［輸出品/構成品 一覧］画面より、編

集を行う該当品番の🔎マークをクリックします。 

もしくは✐マークをクリックすると［輸出品/構成品 編

集］画面へ遷移しますので、③以降を行ってください。 

 

 

 

◆大量のデータをアップロードする際は、  
長時間の処理になります。アップロード
後、しばらくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf


  

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  Ⅱシステム   25  

Ver.8.5 

共通 II-3-1） 

② ［輸出品/構成品 詳細］画面下部の「✐編集」をクリ

ックします。 

 

③ ［輸出品/構成品 編集］画面にて、登録情報を修

正・変更し「更新」をクリックします。 

 

④ 表示されるポップアップの「はい」をクリックし、［輸出品/

構成品 詳細］画面にて変更内容を確認します。 

 

 

【輸出品/構成品の削除】 

登録済の輸出品/構成品を削除する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 輸出品/構成品をクリ

ックします。 

［輸出品/構成品 一覧］画面より、削除を行う該当

品番の🔎マークをクリックし［輸出品/構成品 詳細］

画面へ遷移します。 

 

② 画面下部の「輸出品/構成品情報を削除」をクリックしま

す。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 

 

 

 

 

  

◆品番 HS コード情報が登録されている場
合、『輸出品/構成品』は削除できませ
ん。 
品番 HS コード情報を削除後に『輸出品
/構成品』の削除をしてください。 
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＜品番 HS コードマスタ＞ 

輸出品/構成品マスタに登録されている輸出品/構成品情報に、さらに品番 HS コード情報を紐付ける事で、当該

産品の HS コード特定のための基本情報として管理する事が可能です。 

品番 HS コード情報を登録しておくと、都度 HS コードの確認を行う事なく、品番選択の際に HS コード情報まで転

記することができるようになります。 

複数のユーザーで同一の構成品を使った調査を行う際などにも有効です。 

また、ひとつの輸出品/構成品に対して複数の情報を登録できますので、 

  ・年版別に登録する 

  ・協定別/輸入通関国別に登録する といったことも可能です。多国間協定の場合などにご活用ください。 

 

【［輸出品/構成品+品番HS コード 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の輸出品/構成品情報に紐付

く「品番 HS コード」情報の内容確認や新規作成、一括

のインポートができます。 

 

 

 

 

 

 

メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ +品番 HS コードを 

クリックします。 

 

 

 

 

［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品を特定するための情報 

補助品番 該当の輸出品/構成品を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の輸出品/構成品の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品の品名(日本語) 

HS 年版 該当の輸出品/構成品の HS 年版 

HS コード 該当の輸出品/構成品の HS コード 

属性１～3 該当の輸出品/構成品の属性 

HS コードメモ 該当の輸出品/構成品の HS コードに関するメモ 

◆一覧画面に表示されるのは＜輸出品/
構成品マスタ＞にて登録されている情報
です。 
品番 HS コード情報の登録がない場合
は、品番 HS コードの列は空欄で表示さ

れます。 
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【［品番HS コード 詳細］画面】 

［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面

より、確認したい該当の輸出品/構成品の🔎マーク

をクリックすると［品番 HS コード 詳細］画面へ遷

移します。 

 

 

『輸出品/構成品』 

輸出品/構成品の基本情報を表示します。 

 

 

『品番 HS コード情報』 

輸出品/構成品の品番 HS コード情報を表示します。 

 

 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

項目名 説明 

品番 該当の輸出品/構成品を特定するための情報 

補助品番 該当の輸出品/構成品を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の輸出品/構成品の品名(英語) 

品名（日） 該当の輸出品/構成品の品名(日本語) 

機能/性能 該当の輸出品/構成品の機能/性能 

用途 該当の輸出品/構成品の用途 

形状/構造 該当の輸出品/構成品の形状/構造 

材質/成分割合 該当の輸出品/構成品の材質/成分割合 

製造方法 該当の輸出品/構成品の製造方法 

規格(JIS,CAS 等) 該当の輸出品/構成品の規格(JIS,CAS 等) 

属性１～３ 該当の輸出品/構成品の属性 

社内メモ 該当の輸出品/構成品に関する社内伝達用の情報 

項目名 説明 

HS 年版 該当の輸出品/構成品の HS 年版 

HS コード 該当の輸出品/構成品の HS コード 

属性１～3 該当の輸出品/構成品の属性 

HS コードメモ 該当の輸出品/構成品の HS コードに関するメモ 
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【品番HS コードの登録・編集】 

品番 HS コードの登録・編集方法は下記 2 種類です。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

(1) 画面での個別登録・編集 

(2) インポートでの一括登録・編集 

 

 

 

 

 

 

（１）画面での個別登録・編集 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ +品番 HS コードをク

リックします。［輸出品/構成品+品番 HS コード 一

覧］画面より、編集を行う該当品番の🔎マークをクリッ

クします。 

もしくは✐マークをクリックすると［輸出品/構成品+品番

HS コード 編集］画面へ遷移しますので、③以降を行っ

てください。 

 

② ［品番 HS コード 詳細］画面下部の「✐編集」をクリッ

クします。 

 

③ ［品番 HS コード 編集］画面『品番 HS コード情報』

部にて、登録情報を追記・編集します。 

※品番 HS コード情報が複数ある場合、画面左下「追

加」をクリックすると行を追加できます。 

 

『品番 HS コード情報』 

品番 HS コード情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

HS 年版* 該当の輸出品/構成品の HS 年版を選択 

HS コード* 該当の輸出品/構成品の HS コードを入力 

属性１～3 該当の輸出品/構成品の属性を入力 

HS コードメモ 該当の輸出品/構成品の HS コードに関するメモを入力 

 

◆品番 HS コードのみを新規に登録する事
はできません。 

品番 HS コードを登録する場合は、先に
輸出品/構成品マスタにて該当情報を登
録してください。 
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④ 入力が完了したら「更新」をクリックします。 

 

⑤ ［品番 HS コード 詳細］画面に遷移します。先ほどの

［品番 HS コード 編集］画面で入力した内容に誤り

がないか確認します。 

 

 

（２）インポートでの一括登録・編集 

［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面にて該当産品情報をダウンロードし、レコード出力したデ

ータに必要項目を入力してインポートすると、品番 HS コードの登録・編集作業を複数件一括で行う事が可

能です。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能 I-6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご

参照ください。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ +品番 HS コードをク

リックします。 

［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面にて品

番、品名等で絞り込み検索をし、一括登録・編集をした

い該当産品情報のみ表示します。 

 

 

 

② 画面右の「ダウンロード」をクリックし、テキストファイルにてダ

ウンロードします。（ファイル名は hscode_から始まりま

す。） 

 

③ 別添資料 1-X7）品番 HS コード インポート をご参

照の上、必要項目を入力し、インポートファイルを作成し

ます。 

 

④ ［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面の右

側にある「インポート」をクリックし［品番 HS コード イン

ポート］画面を開きます。 

 

 

◆インポートにて品番 HS コード情報を登録
する際、企業 ID/品番/補助品番が一
致するデータがない場合はエラーとなりま
す。 

◆企業ID/品番/補助品番が一致するデ
ータはすべて上書きされます。追加登
録ではありませんので、データ一式に不
足がない事を確認の上、インポートを行
ってください。 

◆HS コードを特定する際は、『品番 HS コ
ード情報』部内「類項号情報表示」ボタ
ン、または HS LAB(HS コード特定サービ
ス)をご利用いただくと便利です。 

  詳細は 共通機能I-8)HSコード特定に
関する情報提供 をご参照ください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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⑤ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示されま

す。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま

取り込まれます。 

 

 

【品番HS コードの削除】 

登録済の品番 HS コードを削除する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ +品番 HS コードをク

リックします。 

［輸出品/構成品+品番 HS コード 一覧］画面よ

り、削除を行う該当品番の        マークをクリックし［品番

HS コード 詳細］画面へ遷移します。 

 

② 画面下部の「品番 HS コード情報をすべて削除」をクリッ

クします。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 

 

 

 

 

◆大量のデータをアップロードする際は、 
長時間の処理になります。アップロード
後、しばらくお待ちください。 
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共通 II-3-2）品番変換マスタの機能 
品番変換マスタは、納品先の品番と自社品番の紐づけ情報のデータベースとなっています。 

＜調査回答・回答送信(A)＞にて、依頼を受付した場合に、自動的に履歴として蓄積されていきます。 

その後に同一の依頼者(納品先)と依頼者品番の組み合わせで調査回答を受付する際、当該マスタより自動で

自社品番を引用することが可能です。 

なお、自動蓄積以外に、自ら「品番変換」へ登録しておくことも可能です。 

 

【［品番変換 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の「品番変換」の内容確認や新

規作成、一括のインポートができます。 

 

メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番変換をクリックします。 

 

 

 

 

 

［品番変換 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

自社品番 該当の自社品番を特定するための情報 

自社補助品番 該当の自社品番を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の品名を英語で表記(輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ) 

品名（日） 該当の品名を日本語で表記(輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ） 

納品先 該当の自社品番の納品先企業名を表示 

納品先コード 該当の自社品番の納品先コードを表示 

依頼者品番 該当の自社品番に対して納品先で設定している品番を表示 

 

 

【［品番変換 詳細］画面】 

［品番変換 一覧］画面より、確認したい該当の自社

品番の🔎マークをクリックすると［品番変換 詳細］画

面へ遷移します。 

 

『品番変換』 

品番変換の基本情報を表示します。 
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『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

 

【品番変換の登録】 

 品番変換を予め登録する方法は下記２種類です。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 

 

 

 

 

（１）画面での個別登録 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ＞ 品番変換をクリックしま

す。［品番変換 一覧］画面の右側にある「新規作

成」をクリックし、［品番変換 登録］画面を開きます。 

 

② ［品番変換 登録］画面に必要項目を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 説明 

自社品番 該当の自社品番を特定するための情報 

自社補助品番 該当の自社品番を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

品名（日） 該当の品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

納品先 該当の自社品番の納品先企業名 

納品先コード 該当の自社品番の納品先コード 

依頼者品番 該当の自社品番に対して納品先で設定している品番 

社内メモ 該当の自社品番に関する社内伝達用の情報 

◆予め登録した輸出品/構成品情報
から、登録したい輸出品を選択すること
ができます。 

◆納品先コードを登録していない企業は「納
品先」の選択肢に表示されません。 

 先に［納品先 編集］画面にて納品先コ
ードを設定してください。(参照 共通機能
III-3-3）納品先情報の編集・更新) 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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『品番変換』 

品番変換の基本情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

自社品番* 該当の自社品番を特定するための情報を入力 

自社補助品番 該当の自社品番を特定するための社内管理用の補助情報を入力 

納品先* 該当の自社品番の納品先コード、企業名を選択 

依頼者品番 該当の自社品番に対して納品先で設定している品番を入力 

社内メモ 該当の自社品番に関する社内伝達用の情報を入力 

 

③ 入力が完了したら「登録」をクリックします。 

 

④ ［品番変換 詳細］画面に遷移します。［品番変換  

登録］画面で入力した内容に誤りがないか確認します。 

  

 

（２） インポートでの一括登録 

インポートで一括登録する手順をご案内します。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能 I-

6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参照く

ださい。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番変換をクリックしま

す。［品番変換 一覧］画面の右側にある「インポート」

をクリックし、［品番変換 インポート］画面を開きます。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」をクリックし、インポートファ

イルフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

③ 別添資料 1-X8）品番変換 インポート をご参照のう

え、インポートファイルを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、「登

録成功 ○件インポートしました」と表示されます。エラーが

ある場合は、赤字でエラーメッセージが表示されます。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま

取り込まれます。 

◆納品先コードを登録していない企業は「納
品先」の選択肢に表示されません。 

 先に［納品先 編集］画面にて納品先コ
ードを設定してください。（参照 共通機
能 III-3-3）納品先情報の編集・更新) 

◆④［品番変換 詳細］画面には、「品

名（英）」と「品名（日）の表示項目
があります。 

◆これらの項目は、登録した自社品番と自
社補助品番の両方が「輸出品/構成品
の登録情報と一致している場合に、自動
表示されます。 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時 
間の処理になります。アップロード後、しば 
らくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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【品番変換の編集】 

登録済の品番変換を編集する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番変換をクリックし

ます。［品番変換 一覧］画面より、編集を行う該当

品番の🔎マークをクリックします。 

もしくは✐マークをクリックすると［品番変換 編集］画

面へ遷移しますので、③以降を行ってください。 

 

② ［品番変換 詳細］画面下部の「✐編集」をクリックし

ます。 

 

③ ［品番変換 編集］画面にて、登録情報を修正・変

更し「更新」をクリックします。 

 

④ 表示されるポップアップの「はい」をクリックし、［品番変換 

詳細］画面にて変更内容を確認します。 

 

【品番変換の削除】 

登録済の品番変換を削除する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番変換をクリックし

ます。［品番変換 一覧］画面より、削除を行う該当

品番の🔎マークをクリックし［品番変換 詳細］画面

へ遷移します。 

 

② 画面下部の「削除」をクリックします。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 
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共通 II-3-3）品番仕入先マスタの機能 
入力補助マスタ「品番仕入先」に予め登録しておくと、＜FTA 対象品(輸出品)(E)＞、＜FTA 対象品(構成 

品)(P)＞、＜調査回答・回答送信(A)＞、＜原産資格調査(D)＞の構成部品登録・外製品の仕入先入力を 

する際の選択が簡便になります。 

 

【［品番仕入先 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の「品番仕入先」の内容確認や

新規作成、一括のインポートができます。 

 

メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番仕入先をクリックし、 

マスタ操作を行います。 

 

 

 

［品番仕入先 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

品番 該当の品番を特定するための情報 

補助品番 該当の品番を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

品名（日） 該当の品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

仕入先 該当の品番の仕入先企業名 

仕入先コード 該当の品番の仕入先コード 

 

 

【［品番仕入先 詳細］画面】 

［品番仕入先 一覧］画面より、確認したい該当の品

番の🔎マークをクリックすると［品番仕入先 詳細］画

面へ遷移します。 

 

『品番仕入先』 

品番仕入先の基本情報を表示します。 

※品名（英）と品名（日）は「品番仕入先マスタ」で管理する項目ではありません。「輸出品/構成品マスタ」

に同一の品番が登録されている場合、「輸出品/構成品マスタ」の情報が表示されます。 
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項目名 説明 

品番 該当の品番を特定するための情報 

補助品番 該当の品番を特定するための社内管理用の補助情報 

品名（英） 該当の品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

品名（日） 該当の品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

仕入先 該当の品番の仕入先企業名 

仕入先コード 該当の品番の仕入先コード 

社内メモ 該当の品番に関する社内伝達用の情報 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

 

【品番仕入先の登録】 

 品番仕入先の登録方法は下記２種類です。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 

 

 

（１） 画面での個別登録 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番仕入先をクリック

します。［品番仕入先 一覧］画面の右側にある「新

規作成」をクリックし、［品番仕入先 登録］画面を開

きます。 

 

② ［品番仕入先 登録］画面に必要項目を入力します。 

 

 

 

 

  

◆予め登録した輸出品/構成品情報
から、登録したい輸出品を選択する
ことができます。 
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『品番仕入先』 

品番仕入先の基本情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

品番* 該当の品番を特定するための情報を入力 

補助品番 該当の品番を特定するための社内管理用の補助情報を入力 

仕入先* 該当の品番の仕入先コード、企業名のいずれかの一部文字を入力しリストから選択 

社内メモ 該当の品番に関する社内伝達用の情報を入力 

 

③ 入力が完了したら「登録」をクリックします。 

 

④ ［品番仕入先 詳細］画面に遷移します。［品番仕

入先 登録］画面で入力した内容に誤りがないか確認

します。 

  

 

（２） インポートでの一括登録 

ここではインポートで一括登録する手順をご案内します。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能 I-

6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参照

ください。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番仕入先クリック

し、品番仕入先一覧画面の右側にある「インポート」を

クリックし［品番仕入先 インポート］画面を開きます。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」をクリックし、インポートフ

ァイルをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

③ 別添資料1-X9）品番仕入先 インポート をご参照の

うえ、インポートフォーマットを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合赤字でエラーメッセージが表示されます。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま取り

込まれます。 

◆仕入先コードを登録していない企業は「仕
入先」の選択肢に表示されません。 

 先に［仕入先 編集］画面にて仕入先コ
ードを設定してください。(参照 共通機能
III-2-5）仕入先情報の編集・更新） 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時 
間の処理になります。アップロード後、しば 
らくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common03.pdf
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【品番仕入先の編集】 

登録済の品番仕入先を編集する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番仕入先をクリッ

クします。［品番仕入先 一覧］画面より、編集を行う

該当品番の🔎マークをクリックします。 

もしくは✐マークをクリックすると［品番仕入先 編集］

画面へ遷移しますので、③以降を行ってください。 

 

② ［品番仕入先 詳細］画面下部の「✐編集」をクリック

します。 

 

③ ［品番仕入先 編集］画面にて、登録情報を修正・

変更し「更新」をクリックします。 

 

④ 表示されるポップアップの「はい」をクリックし、［品番仕入

先 詳細］画面にて変更内容を確認します。 

 

 

【品番仕入先の削除】 

登録済の品番仕入先を削除する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 品番仕入先をクリッ

クします。［品番仕入先 一覧］画面より、削除を行う

該当品番の🔎マークをクリックし［品番仕入先 詳

細］画面へ遷移します。 

 

② 画面下部の「削除」をクリックします。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 

 

 

 



  

©Tokyo Kyodo Trade Compliance 目次へ戻る  Ⅱシステム   39  

Ver.8.5 

共通 II-3-4） 

共通 II-3-4）生産拠点マスタの機能 
入力補助マスタ「生産拠点」に予め登録しておくと、＜原産資格調査(D)＞にて生産工場と住所を入力する際、

生産工場検索画面からの引用が可能となります。 

 

【［生産拠点 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の「生産拠点」の内容確認や新

規作成、一括のインポートができます。 

 

メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 生産拠点をクリック

します。 

 

 

 

［生産拠点 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

生産拠点コード 自社生産工場を一意に特定するための任意のコード 

生産工場名 生産者の工場名 

生産工場住所 生産者の工場住所 

 

 

【［生産拠点 詳細］画面】 

［生産拠点 一覧］画面より、確認したい該当の品

番の🔎マークをクリックすると［生産拠点 詳細］画面

へ遷移します。 

 

『生産拠点』 

生産拠点の基本情報を表示します。 

 

項目名 説明 

生産拠点コード 自社生産工場を一意に特定するための任意のコード 

生産工場名 生産者の工場名 

生産工場住所 生産者の工場住所 

社内メモ 自社生産工場に関する社内伝達用の情報 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 
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【生産拠点マスタの登録】 

 生産拠点の登録方法は下記 2 種類です。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 

 

 

（１）画面での個別登録 

 

① メニュー ＞入力補助マスタ ＞ 生産拠点をクリックしま

す。［生産拠点 一覧］画面の右側にある「新規作

成」をクリックし、［生産拠点 登録］画面を開きます。 

 

② ［生産拠点 登録］画面に必要項目を入力します。 

 

 

 

 

『生産拠点』 

生産拠点の基本情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

 

項目名 説明 

生産拠点コード* 自社生産工場を一意に特定するための任意のコードを入力 

生産工場名* 生産者の工場名を入力 ※全角文字で入力 

生産工場住所* 生産者の工場住所を入力 ※全角文字で入力 

社内メモ 自社生産工場に関する社内伝達用の情報を入力 

 

③ 入力が完了したら「登録」をクリックします。 

 

④ ［生産拠点 詳細］画面に遷移します。［生産拠点  

登録］画面で入力した内容に誤りがないか確認します。 
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（２）インポートでの一括登録 

ここではインポートで一括登録する手順をご案内します。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能 I-

6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参照

ください。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ＞ 生産拠点をクリックしま

す。［生産拠点 一覧］画面の右側にある「インポー

ト」をクリックし［生産拠点 インポート］画面を開きま

す。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」をクリックし、インポートファ

イルフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

③ 別添資料 1-X10）生産拠点登録 インポート をご参

照のうえ、インポートファイルを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示され

ます。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま 

取り込まれます。 

 

 

【生産拠点の編集】 

登録済の生産拠点を編集する方法をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 生産拠点をクリックし

ます。［生産拠点 一覧］画面より、編集を行う該当

品番の🔎マークをクリックします。 

もしくは✐マークをクリックすると［生産拠点 編集］画

面へ遷移しますので、③以降を行ってください。 

 

② ［生産拠点 詳細］画面下部の「✐編集」をクリックし

ます。 

 

 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時 
間の処理になります。アップロード後、しば 
らくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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③ ［生産拠点 編集］画面にて、登録情報を修正・変

更し「更新」をクリックします。 

 

④ 表示されるポップアップの「はい」をクリックし、［生産拠点 

詳細］画面にて変更内容を確認します。 

 

【生産拠点の削除】 

登録済の生産拠点を削除する手順をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 生産拠点をクリックし

ます。［生産拠点 一覧］画面より、削除を行う該当

品番の🔎マークをクリックし［生産拠点 詳細］画面

へ遷移します。 

 

② 画面下部の「削除」をクリックします。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 
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共通 II-3-5）支給品マスタの機能 
入力補助マスタ「支給品」へ予め登録しておくと、この構成品を利用した原産資格調査を依頼する際に、＜調査依

頼・回答受信(R)＞の支給品メモ欄に支給品がある旨を自動表示する仕様です。 

依頼を受領した仕入先は、支給品メモ欄に表示された情報をもとに、受領した依頼の対象品製造にあたり、支給

品が含まれていることを知ることができます。 

 

【［支給品 一覧］画面】 

一覧画面では、登録済の「支給品」の内容確認や新規

作成、一括のインポートができます。 

 

メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 支給品をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［支給品 一覧］の表示項目 

項目名 説明 

親調査品番 構成品に支給品が含まれている親の品番の情報 

親調査補助品番 構成品に支給品が含まれている親の品番の社内管理用の補助情報 

親調査品名（英） 該当の親品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

親調査品名（日） 該当の親品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

支給品番 支給品の品番の情報 

支給品補助品番 支給品の品番の社内管理用の補助情報 

支給品名（英） 該当の支給品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

支給品名（日） 該当の支給品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

支給品 HS コード 該当の支給品の HS コード 

 

 

 

 

 ◆支給品登録の機能は、親品番と支給品
番が 1 つの協定を前提としております。同
じ品番で複数の協定で使う場合は、補助
品番への記載での対応をお願いします。 
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【［支給品 詳細］画面】 

［支給品 一覧］画面より、確認したい該当の品番

の🔎マークをクリックすると［支給品 詳細］画面へ

遷移します。 

 

『親調査品』 

支給品に対する親調査品の情報を表示します。 

 

項目名 説明 

親調査品番 構成品に支給品が含まれている親の品番の情報 

親調査補助品番 構成品に支給品が含まれている親の品番の社内管理用の補助情報 

親調査品名（英） 該当の親品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

親調査品名（日） 該当の親品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

 

『支給品』 

支給品の情報を表示します。 

 

項目名 説明 

支給品番 支給品の品番の情報 

支給品補助品番 支給品の品番の社内管理用の補助情報 

支給品名（英） 該当の支給品名(英語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

支給品名（日） 該当の支給品名(日本語) ※輸出品/構成品マスタと紐づいている場合のみ 

支給品 HS コード 該当の支給品の HS コード 

仕入先へのメッセージ 依頼時に支給品メモに記載され、仕入先(回答者)に伝達される情報 

社内メモ 該当の支給品に関する社内伝達用の情報 

 

『作業履歴』 

入力等の作業を行った際の履歴が反映されます。 

 

 

【支給品マスタの登録】 

支給品の登録方法は、下記 2 通りです。 

※ユーザー権限『マスタ管理』の「確定可能」権限が必要です。 

 

（１）画面での個別登録 

（２）インポートでの一括登録 
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（１）画面での個別登録 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 支給品をクリックし

ます。支給品一覧画面の右側にある「新規作成」をク

リックし支給品登録画面を開きます。 

 

② 支給品登録画面に必要項目を入力します。 

 

 

 

 

 

 

『支給品』 

支給品の基本情報を入力します。項目名の*マークは、必須入力項目です。 

項目名 説明 

親調査品番* 構成品に支給品が含まれている親の品番を入力 

親調査補助品番 構成品に支給品が含まれている親の品番の社内管理用の補助情報を入力 

支給品番* 支給品の品番を入力 

支給品補助品番 支給品の品番の社内管理用の補助情報を入力 

支給品 HS コード 該当の支給品の HS コードを入力 

仕入先へのメッセージ 仕入先(回答者)に伝達される情報を入力 ※依頼時に支給品メモに記載 

社内メモ 該当の支給品に関する社内伝達用の情報を入力 

 

③ 入力を終えたら「登録」をクリックします。 

 

④ ［支給品 詳細］画面に遷移します。［支給品 登

録］画面で入力した内容に誤りがないか確認します。 

  

 

（２）インポートでの一括登録 

ここではインポートで一括登録する手順をご案内します。 

なお、インポート時の注意事項については、共通機能 I-

6)◆インポート機能と利用に関しての注意点 をご参照

ください。 

 

◆予め登録した輸出品/構成品情報

から、登録したい輸出品を選択する
ことができます。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_common01.pdf
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① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 支給品をクリックしま

す。［支給品 一覧］画面の右側にある「インポート」を

クリックし、［支給品 インポート］画面を開きます。 

 

② ファイルフォーマット「ダウンロード」をクリックし、インポートファ

イルフォーマットをダウンロードします。 

※ダウンロード形式はテキスト ドキュメント (.txt) 

 

③ 別添資料 1-X11）支給品 インポート をご参照のう

え、インポートファイルを作成します。 

 

④ ファイルをアップロードします。アップロードに成功すると、

「登録成功 ○件インポートしました」と表示されます。 

エラーがある場合は、赤字でエラーメッセージが表示されま

す。 

※エラー等が無い場合はインポートしたファイルがそのまま

取り込まれます。 

 

【支給品の編集】 

登録済の支給品を編集する方法をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 支給品をクリックしま

す。［支給品 一覧］画面より、編集を行う該当品番

の🔎マークをクリックします。 

もしくは✐マークをクリックすると［支給品 編集］画面

へ遷移しますので、③以降を行ってください。 

 

② ［支給品 詳細］画面下部の「✐編集」をクリックしま

す。 

 

③ ［支給品 編集］画面にて、登録情報を修正・変更し

「更新」をクリックします。 

 

④ 表示されるポップアップの「はい」をクリックし、［支給品 

詳細］画面にて変更内容を確認します。 

 

 

 

 

 ◆大量のデータをアップロードする際は長時 
間の処理になります。アップロード後、しば 

らくお待ちください。 

https://guidance.jaftas.jp/01_manual/op_manual_attached01.pdf
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【支給品の削除】 

登録済の支給品を削除する方法をご案内します。 

 

① メニュー ＞ 入力補助マスタ ＞ 支給品をクリックしま

す。［支給品 一覧］画面より、削除を行う該当品番

の🔎をクリックし［支給品 詳細］画面へ遷移します。 

 

② 画面下部の「削除」をクリックします。 

 

③ 表示されるポップアップの「削除」をクリックします。 
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＜更新履歴＞ 

Ver.1.1→Ver.1.2 

P.5（II-2）：JAFTAS ユーザーとグループについて：招待受諾者が初代のアカウント管理者となることを追加 

P.10（II-2-2）：取引先＝仕入先と納品先を合わせた概念であることを追加 

P.10（II-2-2）：💡でユーザーとグループとの関係、グループ設定によるユーザーの操作上の制約について追加 

P.29（II-3-4）：生産拠点コードの設定が任意であることを追加 

 

Ver1.2→Ver.2 

P.2（II-1）：💡追加（企業名（日）の書き換えについて） 

P.3（II-1）：『利用形態』部を画面に合わせて修正 

P.5（II-2）：原産資格調査(D)の権限設定について追加 

P.6（II-2）：ユーザー設定の各権限とアカウント管理者の役割について追加 

P.11（II-2-2）：💡追加（グループ設定時のチェックボックス利用について） 

P.22（II-3-2）：💡追加（納品先コードについて） 

P.26（II-3-3）：💡追加（仕入先コードについて） 

 

Ver.4→Ver.5 

P.7,8（II-2-1）：ユーザー登録時の項目を追加 

P.9（II-2-1）：ユーザー情報 インポートについて追加 

P.9（II-2-1）：💡追加（ユーザー情報変更について） 

 

Ver.6→Ver.7 

P.17（II-3-1）：輸出品/構成品マスタ・品番 HS コードマスタについて修正 

 

Ver.8→Ver.8.1 

P.2（II-1）：企業情報の編集に必要な権限について、企業情報の事業部名（日/英）について追加 

P.7（II-2-1）：ユーザーの登録＞所属部署（日）について追加 

P.9（II-2-1）：ユーザー削除について💡追加 

P.12（II-2-2）：図表修正 

 

Ver.8.1→Ver.8.2 

P.2（Ⅱ-1）：システム改修に伴い、日商企業登録番号の登録が必要になる場合の表記を修正 

P.3（Ⅱ-1）：『連絡先設定』の説明文修正 

P.11（II-2-1）：アカウント管理者移譲時のユーザー設定の変更点について、及び、💡追加 

P.12（II-2-2）：JAFTAS 外資料取込時のグループ設定の影響について追加 
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Ver.8.3→Ver.8.4 

P.2（Ⅱ-1）：表に日商連携機能を追加 

 


